
テーマは
　「二十歳の抱負」

　　　の祝典　　二十歳　　　

主な内容
P2～5 特集記事
P6 令和7年12月定例会
P7～P12 一般質問
P13～P16 委員会報告

P17～P18 視察研修報告
P19 議案・請願等の議決結果
P20 編集後記
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二十歳の祝典運営委員の皆さんと
意見交換会を行いました !!

　12 月４日、二十歳の祝典運営委員の皆さんと広報委員会委員とで意見を交わし
ました。宇土市のいいところ、要望したいところなど、１時間 30 分ほどではあり
ましたが、貴重な時間を過ごしました。
　今回はそこで意見交換された内容を紹介します。なお、運営委員の皆さんは 1 月
11 日に開かれた祝典を盛り上げるべく、アトラクションや受付を担っていただい
た方々です。

二十歳の祝典運営委員出席者（敬称略）
【宇土】坂本 涼音・園川 澄恋・中村 真桜・福原 紗和　【花園】内門 桃花・太田 千聖・高橋 凜・
坊村 聖南　【走潟】東野 祐大　【網津】谷口 両平・牧本 連　【網田】西口 瑠菜

【宇土東】堂上 茉央・橋口 寧・福原 舞桜・前田 彩花

【
宇
土
の
い
い
と
こ
ろ
】

●
自
然
が
身
近
に
あ
り
、
街
と
の
バ
ラ
ン
ス
が

ち
ょ
う
ど
い
い
。
気
張
り
す
ぎ
ず
、
居
心
地

が
い
い
ま
ち
と
思
う
。

●
食
べ
物
が
お
い
し
く
、
観
光
客
も
多
く
訪
れ

て
い
る
。

●
長
部
田
海
床
路
や
商
業
施
設
な
ど
、
こ
れ
か

ら
の
活
性
化
に
期
待
し
て
い
る
。

●
地
域
の
人
と
の
つ
な
が
り
が
あ
り
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
と
感
じ
て
い
る
。

●
知
ら
れ
て
い
な
い
、
小
さ
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト

を
巡
れ
る
の
も
魅
力
で
す
。

●
学
校
や
体
育
施
設
の
空
調
が
整
い
、
夏
で
も

ス
ポ
ー
ツ
が
し
や
す
く
な
っ
た
。

●
自
然
が
あ
る
と
こ
ろ
。
野
生
動
物
に
遭
遇
す

る
の
は
魅
力
の
一
つ
だ
と
思
う
。

【
改
善
し
て
ほ
し
い
点
】

●
近
所
を
走
る
バ
ス
が
減
り
、
公
共
交
通
が
少

な
く
な
っ
て
い
る
。

【
議
員
】市
議
会
で
も
問
題
視
し
て
い
て
、
市
に

要
望
も
し
て
い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

活
用
が
最
も
可
能
性
が
あ
る
よ
ね
。

●
駅
か
ら
の
帰
り
道
な
ど
、
街
灯
が
少
な
く
夜

は
不
安
を
感
じ
る
。

【
議
員
】外
灯
は
安
全
上
必
要
だ
が
、
維
持
費
負

担
の
調
整
な
ど
課
題
が
あ
る
。
ま
た
、
住
ま

い
の
行
政
区
が
市
の
補
助
金
を
活
用
し
て
設

置
す
る
流
れ
と
な
っ
て
い
る
よ
。

●
道
路
の
凹
凸
が
多
く
、
運
転
し
づ
ら
い
場
所

が
あ
る
。

宇
土
の
い
い
と
こ
ろ
、

変
わ
っ
て
ほ
し
い
と
こ
ろ

は
あ
り
ま
す
か
？
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●
宇
土
駅
周
辺
で
は
、
夜
間
の
車
両
の
騒
音
が

気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。

【
議
員
】駅
高
架
下
の
騒
音
は
進
入
経
路
を
塞
ぐ

等
、
警
察
の
注
意
だ
け
で
な
く
構
造
対
策
も

必
要
に
な
る
ね
。

●
制
度
や
支
援
は
あ
る
が
、「
知
ら
な
か
っ
た
」

と
い
う
声
も
多
く
、
情
報
が
十
分
に
届
い
て

い
な
い
と
感
じ
る
。

【
議
員
】周
知
は「
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」を
活
用
す
る

と
い
い
よ
ね
。
未
登
録
者
へ
登
録
を
も
っ
と

促
進
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
課
題
は
あ
る

け
れ
ど
。
困
り
ご
と
入
力
↓
該
当
制
度
を
提

案
す
る
仕
組
み（
AI
的
発
想
）も
こ
れ
か
ら
は

必
要
に
な
っ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
ね
。

●
通
学
や
移
動
の
面
で
、
Ｊ
Ｒ
三
角
線
の
本
数

や
利
便
性
を
高
め
て
ほ
し
い
。

【
議
員
】議
会
で
取
り
上
げ
た
の
で
、
頑
張
り
ま

す
ね
。

●
中
心
地
に
日
常
的
に
使
え
る
体
育
館
が
ほ
し

い
。
使
え
る
け
ど
広
く
使
え
な
い
。

【
議
員
】よ
く
そ
の
要
望
を
聞
き
ま
す
。
ど
う
に

か
し
な
い
と
い
け
な
い
な
。

【
若
者
の
「
居
場
所
」
へ
の
声
】

●
勉
強
も
会
話
も
で
き
る
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
が

ほ
し
い
。
市
役
所
一
階
は
便
利
だ
が
、
少
し

話
し
づ
ら
い
雰
囲
気
が
あ
る
。

●
図
書
館
に
、
カ
フ
ェ
の
よ
う
に
過
ご
せ
る
空

間
が
あ
れ
ば
う
れ
し
い
。

【
議
員
】新
し
い
図
書
館
を「
多
目
的
交
流
施
設
＋

図
書
機
能
」で
整
備
予
定
だ
け
ど
、
カ
フ
ェ
店

舗
が
入
る
構
造
に
は
な
っ
て
い
な
い
み
た
い
。

利
用
者
側
の
本
音
は「
本
が
多
い
図
書
館
」よ

り
も
、
ゆ
っ
く
り
喋
れ
て
お
し
ゃ
れ
な
空
間

を
求
め
て
い
る
よ
ね
。

●
ぜ
ひ
充
電
用
の
コ
ン
セ
ン
ト
と
Wi-

Fi
を
完

備
し
て
ほ
し
い
。

【
議
員
】Wi-

Fi
は
あ
る
け
ど
電
波
が
弱
く
使
え

な
か
っ
た
ら
意
味
が
な
い
よ
ね
。
Ｕ
Ｓ
Ｂ
コ

ン
セ
ン
ト
も
含
め
て
要
望
し
ま
す
ね
。

生
成
AI
と
の
付
き
合
い
方

◆
挙
手
：
運
営
委
員
ほ
ぼ
全
員
が
利
用
経
験
あ

り
【
議
員
】Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
利
用
で
友
達
が
減
っ

た
？

●
減
ら
な
い
。
リ
ア
ル
と
使
い
分
け
て
い
る
。

3 令和８年２月１日



大
人
は
か
っ
こ
よ
く
見
え

る
？

●
親
は
す
ご
い
面
も
あ
る
が「
そ
れ
ど
う
な
の
？
」

と
思
う
と
き
も
あ
る
。

●
憧
れ
る
大
人
像
が
見
え
に
く
い
。

●
理
想
像
が
な
く
分
か
ら
な
い
。

政
治
へ
の
関
心
は
？

◆
挙
手
：
手
が
上
が
ら
ず
、
政
治
関
心
は
低
め

【
議
員
】有
権
者
と
な
っ
た
方
で
投
票
経
験
が
あ

る
人
は
？

◆
挙
手
：
１
人
を
除
き
ほ
ぼ
全
員

【
議
員
】素
晴
ら
し
い
。
で
も
投
票
し
な
か
っ
た

人
は
何
故
し
な
か
っ
た
の
？

●
選
挙
が
あ
る
と
は
知
っ
て
い
て
、
投
票
意
識

も
あ
っ
た
け
ど
、
い
つ
の
間
に
か
終
わ
っ
て

い
た
。
以
後
注
意
し
な
け
れ
ば
と
思
う
。

二
十
歳
か
ら
議
員
へ
の
質

問
等

高
齢
者
・
子
ど
も
・
地
域

が
世
代
を
超
え
て
交
流
す

る
機
会
は
？

【
議
員
】敬
老
会
で
保
育

園
・
小
学
生
の
出
演

が
あ
る
他
、
子
ど
も

ま
ん
な
か
イ
ベ
ン
ト
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
ｅ
ス

ポ
ー
ツ
、
学
校
の
餅

つ
き
等
も
あ
る
よ
。

雀
荘
や
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
が
あ
っ
た
ら
い
い

な
【
議
員
】民
業
な
の
で
な
か
な
か
市
で
誘
発
は
厳

し
い
け
ど
、
健
康
麻
雀
は
公
民
館
で
や
っ
て

い
る
。バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
は
ほ
し
い
ね
。

4うと市議会だより　第 92 号



二
十
歳
の
祝
典
運
営
委
員

の
感
想

●
初
め
て
議
員
さ
ん
と

交
流
が
で
き
た
。
貴

重
な
機
会
だ
っ
た
。

●
要
望
が
実
現
で
き
た

ら
嬉
し
い
。

●
宇
土
市
の
こ
と
を
よ

り
身
近
に
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
し
、
好
き

に
な
っ
た
。

※
今
回
意
見
交
換
す
る
中
で
よ
く
出
て
き
て
い
た
言
葉
で

す
。
多
か
っ
た
言
葉
ほ
ど
大
き
い
文
字
に
な
り
ま
す
。

〔
委
員
長
所
見
〕

　

こ
れ
か
ら
の
宇
土
市
を
背
負
う
若
者
の
皆
さ

ん
と
の
意
見
交
換
は
貴
重
な
機
会
で
し
た
。

い
た
だ
い
た
意
見
は
し
っ
か
り
市
政
に
反
映

し
、
若
者
か
ら
選
ば
れ
る
市
に
向
か
っ
て
い

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ワードクラウド

5 令和８年２月１日



　12月定例会を11月28日から12月15日まで、18日間の会期で開催しました。
　市長提出議案として、宇土市税条例の一部改正など条例関係5件、令和7年度宇土市一般会計補正予算な
ど予算関係6件、人事案件2件、その他8件、議員提出議案として外国資本等による土地売買等に関する法整
備を求める意見書など4件が上程され、いずれも原案のとおり決定しました。
　また、令和7年9月定例会で、決算審査特別委員会に付託し、閉会中の継続審査としていました令和6年度
の一般会計及び各特別会計の歳入歳出決算6件を認定しました。
　議案の主な内容は下記のとおりです。なお、各委員会での審査内容は13～16ページに、議決結果は19
ページに記載しています。

令和７年　12月定例会  

条　
　

例

◆
宇
土
市
税
条
例
の
一
部
改
正

　

熊
本
県
税
条
例
の
一
部
改
正
に
準
じ
、
身
体

障
が
い
者
等
に
対
す
る
軽
自
動
車
税
の
種
別
割

の
減
免
対
象
を
拡
充
す
る
た
め
、
条
例
を
改
正

す
る
も
の
。

【
主
な
内
容
】

・
減
免
対
象
の
拡
充

変
更
前

原
則
、
障
が
い
者
が
所
有
す
る
車

両次
の
場
合
は
同
一
生
計
者
の
所
有

も
可

・
身
体
障
が
い
者
が
18
歳
未
満

・
精
神
障
が
い
者

変
更
後
・
障
が
い
者
が
所
有
す
る
車
両

・
同
一
生
計
者
が
所
有
す
る
車
両

【
施
行
日
】　

令
和
８
年
４
月
１
日

◆
宇
土
市
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

　

児
童
福
祉
法
の
改
正
に
よ
り
、
乳
児
等
通
園

支
援
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
条
例
を
制
定
す
る

も
の
。

【
事
業
の
概
要
】

乳
児
等
通
園
支
援
事
業（
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
）

　

保
育
所
等
に
入
園
し
て
い
な
い
満
３
歳
未
満

の
乳
児
又
は
幼
児
に
対
す
る
適
切
な
遊
び
場
の

提
供
や
当
該
保
護
者
に
対
す
る
面
談
等
の
援
助

を
行
う
事
業

【
主
な
内
容
】

１　

事
業
の
区
分

・
一
般
型
乳
児
等
通
園
支
援
事
業　

保
育
利

用
定
員
と
は
別
に
定
員
を
設
定
し
て
受
入

れ

・
余
裕
活
用
型
乳
児
等
通
園
支
援
事
業　

利

用
児
童
数
が
定
員
よ
り
少
な
い
場
合
に
、

定
員
範
囲
内
で
受
入
れ

２　

設
備
・
職
員
配
置
の
基
準

【
施
行
日
】　

公
布
の
日

予　
　

算

◆
令
和
７
年
度
宇
土
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
３
、
３
０
１
万
２

千
円
増
額
し
、
総
額
を
２
４
８
億
５
、
７
２
４

万
６
千
円
と
す
る
。
主
な
も
の
は
、
物
価
高
対

応
子
育
て
応
援
手
当
支
給
事
業
の
増
額
補
正

※
補
正
予
算（
第
５
号
）は
次
ペ
ー
ジ

そ
の
他

◆
指
定
管
理
者
の
指
定

　

指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
地
方
自
治
法
第
２
４
４
条
の
２
第
６
項
の

規
定
に
よ
り
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

一般型乳児等通園支援事業 余裕活用型乳児等
通園支援事業

設備基準

（満２歳未満）
乳児室 1.65㎡／人以上
又は　ほふく室 3.3㎡／人以上

（満２歳以上）
保育室又は遊戯室 1.98㎡／人以上

各施設の設備及び
運営基準

職員配置基準

（満１歳未満）
乳児おおむね３人につき１人以上

（満１歳以上満３歳未満）
おおむね６人につき１人以上
※１事業所につき２人を下回らないこと。

各施設の職員基準

管理を行わせる
公の施設の名称

指定管理者となる
団体の名称 指定の期間

宇土市健康福祉館 九州綜合サービス株式会社
令和８年４月１
日から令和９年
３月31日まで

網田レトロ館 ＮＰＯ法人網田倶楽部

令和８年４月１
日から令和13年
３月31日まで

宇土市老人福祉センター、宇
土市西部老人福祉センター 九州綜合サービス株式会社

宇土市網津公民館網引分館 網引地区振興会

宇土市民会館 ＮＰＯ法人宇土の文化を考
える市民の会

宇土市網田焼の里資料館 網田の魅力発見隊
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◆令和７年度宇土市一般会計補正予算（第５号）
　歳入歳出それぞれ6億7,646万円を増額し、総額を247億2,423万4千円とする。 【単位：千円】

費　目
（歳出概要） 補正額 補正額の財源内訳 歳出の主なもの

（　）内は補正額　　▲は減額補正特定財源 一般財源
総 務 費 58,365 63,006 ▲ 4,641 市有施設整備基金経費（50,000）

民 生 費 355,485 276,207 79,278 障害者福祉サービス事業経費（106,000）
子どものための教育・保育給付事業（245,821）

衛 生 費 2,718 2,861 ▲ 143 令和７年８月豪雨災害対策経費〔環境交通課〕（814）
農 林 水 産 業 費 1,180 100 1,080 職員給（1,180）
商 工 費 82,266 134 82,132 マリーナ施設管理経費（80,762）
土 木 費 20,561 13,755 6,806 緊急浚渫推進事業（12,566）
消 防 費 7,706 7,706 常備消防費（7,706）
教 育 費 74,335 17,552 56,783 学校施設管理経費〔施設・小学校〕（44,864）

災 害 復 旧 費 73,844 114,595 ▲ 40,751 令和７年８月豪雨災害対策経費〔農林政策課：県営事業
災害〕（30,250）

合　　計 676,460 488,210 188,250

令和７年 12月宇土市議会定例会　一般質問一覧表
【一般質問】
発言順 氏　　名 質問事項（大項目） 掲載ページ

１ 今 中 真之助

⑴　主権者教育と選挙管理体制全般について
⑵　農業経営基盤強化構想の進捗と、農地集積・みどり戦略・所得補償・

自給率向上に向けた取組について
⑶　国の制度活用による市の活性化と職員負担軽減について
⑷　地域運営組織（RMO）を活用した地域課題の解決と持続可能な地

域づくりについて
⑸　宇土マリーナについて

８

２ 樫 﨑　政 治
⑴　地域運営組織（RMO）及び指定地域共同活動団体への移行について
⑵　松橋産交ターミナル廃止後の生活への影響と交通空白地域への対

応状況について
⑶　障害者控除対象者認定書の周知及び申請支援体制の強化について

８

３ 中 口　俊 宏 ⑴　国旗・国歌について
⑵　宇土市の施政方針について ９

４ 藤 井　慶 峰 ⑴　市政４期目を振り返って
⑵　飯塚川の改修について ９

５ 福 田　慧 一
⑴　介護保険の施設等に対する財政支援について
⑵　木造住宅の耐震化促進について
⑶　小・中学校の図書室の充実について
⑷　宇土市内の土砂災害危険区域について

10

６ 土 黒　功 司

⑴　子どもの安全を守る。宇土市の未来をつくる「通学路の安全対策」
について

⑵　多目的市民交流施設整備に関する事業規模・優先順位・運営モデ
ルについて

⑶　地域価値の向上へ。「稼ぐ力」と「暮らしの質」を高める地域自走
モデルの実現について

10

７ 中 野　洋 一
⑴　物価高対策について
⑵　交流人口・関係人口増加への取組について
⑶　災害対策について
⑷　技術系市職員向け奨学金返還支援制度について

11

８ 浦 本　晴 美 ⑴　こどもまんなか社会を実現するサービスの在り方について
⑵　男女共同参画・女性活躍推進事業の未来について 11

９ 佐 美 三　洋
⑴　JR 三角線の乗車状況等について
⑵　JR 三角線における市の理解・認識について
⑶　JR 三角線利用促進に向けた取組について
⑷　JR 三角線に関する市としての方向性について

12

※上記質問事項については、一部記事として掲載されない場合もあります。
※上記ＱＲコードから、定例会の録画映像を視聴できます（QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です）。
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一 質般 問

問  

９
月
議
会
以
降
の
市
の

動
き
は
。
ま
た
、
地
域
住
民

の
声
に
ど
う
こ
た
え
て
い
く

考
え
か
。

答  

ま
ず
、
10
月
8
日
付
け

で
産
交
バ
ス
株
式
会
社
に
対

し
要
望
書
を
提
出
し
た
。

ま
た
、
10
月
の
バ
ス
路
線
廃

止
以
降
、
地
域
住
民
か
ら
何

件
か
意
見
・
要
望
が
寄
せ
ら

れ
、
そ
の
中
で
松
山
地
区
住

民
の
要
望
に
は
、
の
ん
な
っ

せ
の
バ
ス
ル
ー
ト
を
変
更

し
、
さ
ら
に
バ
ス
停
を
新
設

す
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。

 

（
企
画
財
政
部
長
）

問  

路
線
バ
ス
廃
止
に
伴

い
、
地
域
公
共
交
通
の
見
直

し
を
今
後
ど
う
進
め
る
の

か
。

答  

長
期
的
な
視
点
に

立
っ
た
見
直
し
に
つ
い
て

は
市
の
計
画
に
位
置
付
け

た
上
で
、
市
地
域
公
共
交

通
会
議
等
に
お
い
て
承

認
を
得
た
後
、
国
の
認
可

を
得
る
と
い
う
流
れ
の
た

め
、
少
な
く
と
も
１
年
以

上
の
時
間
を
要
す
る
が
、

松
山
か
ら
宇
土
駅
ま
で
の

ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
最

優
先
で
検
討
す
べ
き
だ
と

考
え
て
い
る
。（
企
画
財

政
部
長
）

問  

路
線
バ
ス
の
代
替
手
段

の
検
討
は
。
ま
た
、
移
動
手

段
を
必
要
と
す
る
地
域
住
民

の
た
め
、
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ

ト
の
配
布
や
デ
マ
ン
ド
型
交

通
な
ど
の
検
討
が
必
要
で

は
。

答  

デ
マ
ン
ド
型
交
通
は
有

効
な
手
段
と
認
識
し
て
い
る

が
、
財
源
や
事
業
を
担
う
タ

ク
シ
ー
運
転
手
の
不
足
か
ら

現
実
的
で
は
な
い
と
考
え

る
。
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
も

同
様
で
あ
る
た
め
、
暫
定
案

と
な
る
が
の
ん
な
っ
せ
の
バ

ス
ル
ー
ト
延
伸
を
予
定
し
て

い
る
。
併
せ
て
タ
ク
シ
ー
運

転
手
確
保
の
強
化
も
取
り
組

み
た
い
。 

（
市
長
）

松橋産交ターミナル廃止後の生活への影響と交通空白
地域への対応状況

無所属　樫﨑 政治　議員

ミニバス「のんなっせ」

問  

農
業
経
営
基
盤
強
化
構

想
の
進
捗
状
況
と
、
有
機
農

業
の
取
組
状
況
、
若
い
農
業

者
が
安
心
し
て
農
業
に
挑
戦

で
き
る
環
境
づ
く
り
に
つ
い

て
、
市
の
考
え
を
問
う
。

答  
農
地
集
積
、
担
い
手
や

新
規
就
農
者
確
保
に
取
り
組

ん
で
い
る
が
、
一
方
で
非
合

法
な
農
地
貸
借
も
多
く
、
集

積
状
況
の
正
確
な
把
握
が
課

題
で
あ
る
。
有
機
農
業
に
つ

い
て
は
、
み
ど
り
の
食
料
シ

ス
テ
ム
戦
略
を
推
進
す
る
た

め
、
化
学
肥
料
や
農
薬
の
使

用
を
抑
え
る
な
ど
、
環
境
負

荷
の
低
減
に
計
画
的
に
取
り

組
む「
み
ど
り
認
定
」を
受
け

る
農
業
者
を
増
や
す

こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
農
地
中
間
管
理
機

構
と
の
連
携
や
耕
作

放
棄
地
対
策
を
進
め
、

生
産
基
盤
の
維
持
・
強

化
と
本
市
の
農
業
の

持
続
的
発
展
を
目
指

す
。 

（
経
済
部
長
）

問  

老
朽
化
が
進
む
宇
土
マ

リ
ー
ナ
に
つ
い
て
、
浮
桟
橋

撤
去
が
決
定
さ
れ
た
が
、
撤

去
あ
り
き
で
議
論
が
進
ん
で

い
な
か
っ
た
か
。
ま
た
、
撤

去
後
に
新
た
な
桟
橋
を
整
備

す
る
可
能
性
も
含
め
、
今
後

の
利
活
用
方
針
を
尋
ね
る
。

答  

更
新
費
用
及
び
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
の
大
き
さ
か
ら

桟
橋
撤
去
を
判
断
し
た
。
撤

去
後
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
の
利

活
用
に
つ
い
て
は
、
新
た
な

桟
橋
整
備
の
可
能
性
は
排
除

し
な
い
が
、
費
用
や
財
源
の

課
題
も
踏
ま
え
、
市
や
市
民

に
有
益
な
策
を
、
改
め
て
議

論
を
す
べ
き
と
考
え
る
。

 

（
市
長
）

新たな桟橋整備の可能性も含め、改めてマリーナ
整備を議論すべき　市長

来年度中に撤去予定の老朽化したくし型浮き桟橋

宇土市政研「志」　今中 真之助　議員

農
業
経
営
基
盤
強
化
構
想

の
進
捗
に
つ
い
て

宇
土
マ
リ
ー
ナ
に
つ
い
て
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一 質般 問

問  

国
旗
と
国
歌
は
、
平
成

11
年
８
月
９
日「
国
旗
及
び

国
歌
に
関
す
る
法
律
」と
し

て
成
立
し
、「
第
一
条
第
一

項　

国
旗
は
、
日
章
旗
と
す

る
。
第
二
条
第
一
項　

国
歌

は
、
君
が
代
と
す
る
。」と
規

定
さ
れ
た
。
法
律
の
成
立
を

受
け
て
、
内
閣
総
理
大
臣
談

話
が
発
表
さ
れ
、
教
育
関
係

に
つ
い
て「
学
校
教
育
に
お

い
て
も
国
旗
と
国
歌
に
対
す

る
正
し
い
理
解
が
促
進
さ
れ

る
も
の
と
考
え
て
い
る
」等

と
発
表
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
を

受
け
て
、
本
市
の
小
中
学
校

に
お
け
る
国
旗
と

国
歌
に
対
す
る
教

育
の
現
状
に
つ
い

て
質
問
す
る
。

答  

国
旗
に
つ
い

て
は
、
小
学
校
５

年
生
の
社
会
科
に

お
い
て
、
日
本
の

国
旗
を
含
め
、

様
々
な
国
の
国
旗

に
触
れ
る
機
会
を

設
け
、
そ
の
意
義

や
由
来
に
つ
い
て

考
え
さ
せ
る
授
業

を
行
っ
て
い
る
。

中
学
校
で
は
、
地

理
と
公
民
に
お
い

て
、
国
旗
の
意
義

や
成
り
立
ち
、
各
国
の
国
旗

を
尊
重
す
る
こ
と
の
大
切
さ

等
を
学
ぶ
機
会
を
設
け
て
い

る
。
国
歌
に
つ
い
て
、
小
学

校
で
は
、
学
習
指
導
要
領
に

定
め
て
あ
る
よ
う
に
、
本
市

に
お
い
て
も
１
年
生
か
ら
６

年
生
ま
で
全
学
年
で
指
導
が

行
わ
れ
て
い
る
。
中
学
校
で

は
、
公
民
に
お
い
て
、「
君

が
代
」が
国
歌
と
し
て
定
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、

各
国
の
国
歌
を
大
切
に
す
る

こ
と
な
ど
を
指
導
し
て
い

る
。

（
教
育
長
）

国旗と国歌について

無所属　中口 俊宏　議員

問  

大
雨
の
た
び
に
氾
濫
し

水
害
を
引
き
起
こ
す
飯
塚
川

に
つ
い
て
、
飯
塚
公
民
館
の

上
部
と
椿
原
地
区
の
南
側
に

二
か
所
の
遊
水
池
を
造
れ
な

い
か
。

答  

飯
塚
川
の
流
下
能
力
向

上
を
目
的
に
調
整
池
の
整
備

に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
て

き
た
が
、
調
整
池
を
整
備
し

て
も
河
川
自
体
の
改
修
も
必

要
で
あ
る
こ
と
、
近
年
の
異

常
気
象
に
十
分
対
応
で
き
る

か
不
透
明
で
あ
る
こ
と
、
浚

渫
・
除
草
の
費
用
が
継
続
的

に
必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど

か
ら
調
整
池
は
整
備
し
な

い
判
断
に
至
っ
た
。
現
在

の
と
こ
ろ
、
浚
渫
等
の
適

切
な
維
持
管
理
や
避
難
体

制
の
充
実
等
を
推
進
し
て

い
く
。

（
建
設
部
長
）

問  

飯
塚
公
民
館
の
上
部

と
椿
原
区
の
南
側
の
二
か

所
に
大
き
な
遊
水
地
を
造

れ
ば
、
下
流
部
の
水
害
も

防
げ
る
の
で
は
な
い
か
。

金
子
代
議
士
が
国
土
交
通

大
臣
を
務
め
て
お
ら
れ
る

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し

て
は
ど
う
か
。

答  

船
場
川
を
は
じ
め
と
す

る
本
市
の
飯
塚
川
以
外
の
河

川
流
域
に
お
い
て
も
、
河
川

の
氾
濫
が
発
生
し
た
場
合
、

広
範
囲
に
わ
た
っ
て
住
民
生

活
や
都
市
機
能
に
深
刻
な
影

響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ

る
。
飯
塚
川
の
み
な
ら
ず
、

市
内
全
体
の
河
川
を
対
象
と

し
た
総
合
的
な
治
水
対
策
が

必
要
と
考
え
る
。

　

今
回
、
熊
本
県
出
身
の
金

子
衆
議
院
議
員
が
国
土
交
通

大
臣
の
要
職
に
就
い
て
お
ら

れ
る
こ
と
は
、
本
市
の
課
題

を
国
に
伝
え
る
上
で
大
変
意

義
深
い
機
会
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

（
市
長
）

市民生活の安心安全のために

無所属　藤井 慶峰　議員

飯
塚
川
に
二
つ
の
遊
水
池

を
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一 質般 問

問  

介
護
報
酬
切
下
げ
と
物

価
高
で
経
営
が
厳
し
い
訪
問

介
護
事
業
所
や
入
所
施
設
へ

の
財
政
支
援
を
。

答  

令
和
６
年
度
の
報
酬
改

定
に
よ
り
、
基
本
報
酬
が

２
％
引
き
下
げ
ら
れ
た
市
内

の
訪
問
介
護
事
業
所
に
対
し

て
、
収
支
状
況
等
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
今
年

度
実
施
し
た
。
そ
の
結
果

は
、
ほ
と
ん
ど
の
事
業
所
で

「
令
和
５
年
度
と
比
べ
悪
化

し
た
」と
回
答
さ
れ
、
介
護

報
酬
改
定
の
影
響
に
つ
い
て

は
、
半
数
を
超
え
る
事
業
所

が「
厳
し
い
」と
回
答
さ
れ

た
。
市
と
し
て
は
、
今
後
の

国
の
総
合
経
済
対
策
で
、
活

用
で
き
る
も
の
が
あ
れ
ば
積

極
的
に
活
用
し
、
支
援
を
行

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
健
康
福
祉
部
長
）

問  

小
中
学
校
の
図
書
購
入

費
の
増
と
大
規
模
校
に
対
す

る
図
書
支
援
員
の
複
数
配
置

と
継
続
雇
用
を
。

答  

図
書
購
入
費
は
物
価
高

騰
を
踏
ま
え
、
１
５
０
０
円

だ
っ
た
１
冊
当
た
り
の
図
書

購
入
単
価
を
、
令
和
７
年
度

に
小
学
校
は
１
９
４
２
円
、

中
学
校
は
２
０
２
０
円
へ
見

直
し
て
い
る
。
大
規
模
校
で

の
図
書
支
援
員
の
複
数
配
置

は
、
学
校
現
場
や
他
市
の
状

況
、
財
政
状
況
も
考
慮
し
慎

重
に
検
討
す
る
。
ま
た
、
図

書
支
援
員
の
継
続
雇
用
は
重

要
と
認
識
し
て
お
り
、
安
定

し
た
雇
用
に
努
め
た
い
。

（
教
育
長
・
教
育
部
長
）

介護基金を活用し介護施設等への財政支援を

単位：千円

令和４年度 令和５年度 令和６年度

基金保有額 667,000 750,000 817,000

保険料収入額 722,000 730,000 722,000

翌年度への繰越額 197,000 170,000 111,000

介護保険基金、介護保険特別会計繰越金等の状況

日本共産党　福田 慧一　議員

問  

児
童
セ
ン
タ
ー
の
将
来

方
針
が
示
さ
れ
な
い
ま
ま
交

流
施
設
整
備
が
先
行
し
て
い

る
。
今
後
の
セ
ン
タ
ー
の
運

営
等
の
考
え
は
。

答  

交
流
施
設
に
子
育
て
世

帯
向
け
の
交
流
ス
ペ
ー
ス
を

設
け
、
児
童
館
的
機
能
も
持

た
せ
る
予
定
。
児
童
セ
ン

タ
ー
は
利
用
年
齢
を
拡
充

し
、
長
寿
命
化
を
図
り
な
が

ら
、
両
施
設
の
相
互
利
用
を

進
め
る
。（
健
康
福
祉
部
長
）

問  

交
流
施
設
は
当
初
５
億

円
規
模
と
説
明
が
あ
り
、
現

在
約
14
億
円
と
の
こ
と
だ
が

増
額
の
経
緯
は
。

答  

図
書
館
の
複
合
施
設
化

等
に
伴
い
、
建
築
面
積
の
増

加
、
物
価
高
騰
、
設
備

追
加
等
で
事
業
費
が
拡

大
し
た
が
、
児
童
館
的

機
能
の
追
加
に
よ
り
有

利
な
補
助
を
活
用
で
き

市
の
実
質
負
担
は
約

５
・
１
億
円
に
抑
え
ら

れ
た
。
（
教
育
部
長
）

問  

老
朽
化
施
設
が
多

い
中
、
本
事
業
を
優
先

し
た
理
由
は
。

答  

図
書
館
を
含
む
複

合
的
な
整
備
に
使
え
る
新
交

付
金
が
創
設
さ
れ
、
有
利
な

財
源
を
確
保
で
き
た
た
め
。

（
企
画
財
政
部
長
）

問  

建
設
後
の
財
政
負
担
の

抑
制
案
は
。

答  

指
針
と
な
る
市
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
に
本
事

業
の
優
先
順
位
や
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
が
示
さ
れ
て
お
ら

ず
不
十
分
で
あ
っ
た
と
認
識

し
て
お
り
、
今
後
は
そ
れ
ら

を
具
体
化
し
た
管
理
計
画
の

策
定
が
必
要
と
考
え
る
。

（
市
長
）

要
望  

事
業
規
模
の
変
化
や

優
先
順
位
、
財
政
見
通
し
に

つ
い
て
丁
寧
な
説
明
を
。
公

共
施
設
全
体
の
関
係
性
を
整

理
し
、
市
民
が
納
得
で
き
る

判
断
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

多くの公共施設の老朽化が進むなか、多目的交流施設
の優先判断は妥当か

多
目
的
市
民
交
流
施
設
の

事
業
規
模
と
運
営
モ
デ
ル

宇土市公共施設等総合管理計画～公共施設の現状と課題～

会派「風」　土黒 功司　議員

訪
問
介
護
事
業
所
・
入
所

施
設
へ
の
支
援
を

小
中
学
校
の
図
書
館
の
充

実
を
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一 質般 問

問  

母
親
の
産
後
孤
立
課
題

と
フ
ォ
ロ
ー
体
制
の
強
化

は
。

答  

産
後
の
母
親
の
孤
立
は

産
後
う
つ
・
虐
待
リ
ス
ク
の

要
因
に
も
な
り
う
る
。
本
市

は
産
後
ケ
ア
事
業
、
産
婦
健

診
費
用
助
成
、
乳
児
全
戸
訪

問
な
ど
を
実
施
し
、
ま
た
、

支
援
の
必
要
性
が
高
い
保
護

者
に
は
専
門
職
が
連
携
し
定

期
訪
問
等
で
対
応
を
強
化
し

て
い
る
。
さ
ら
に
利
用
し
や

す
い
よ
う
既
存
制
度
に
見
直

し
を
加
え
、
行
政
だ
け
で
は

カ
バ
ー
で
き
な
い
部
分
に
つ

い
て
は
地
域
全
体
で
支
え
る

応
援
体
制
づ
く
り（
子
育
て

支
援
者
・
企
業
・
団
体
・
行

政
等
を
つ
な
ぐ
仕
組
み
）に

取
り
組
み
、
フ
ォ
ロ
ー
体
制

を
強
化
す
る
。

 

（
健
康
福
祉
部
長
）

提
言  

産
後
孤
立
対
策
は
、

早
期
発
見
・
継
続
支
援
が
重

要
。
専
門
職
・
生
活
支
援
・

つ
な
が
り
づ
く
り
三
位
一
体

の
ケ
ア
に
向
け
、
地
域
・
民

間
連
携
に
よ
る
新
た
な
支
援

仕
組
み
の
導
入
を
。

問  

男
女
共
同
参
画
の
更
な

る
推
進
の
た
め
に
専
任
の
部

署
を
設
置
す
る
考
え
は
。

答  

本
市
に
は
男
女
共
同
参

画
専
任
部
署
が
な
く
、
こ
れ

ま
で
取
組
は
十
分
で
あ
っ
た

と
は
言
え
な
い
。
今
年
度
は

新
た
な
一
歩
と
し
て「
う
と

み
ら
い
カ
レ
ッ
ジ
」を
実
施

し
、
参
加
者
か
ら
も
一
定
の

評
価
を
得
た
。
現
行
体
制
で

事
業
展
開
を
図
る
中
で
、

組
織
強
化
が
必
要
と
な
っ
た

際
は
、
来
年
度
以
降
、
専
任

部
署
の
新
設
も
含
め
検
討
す

る
。 

（
市
長
）

「男女共同参画」は、こどもまんなか社会の基盤！

会派「風」　浦本 晴美　議員

こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
を
実

現
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

女
性
活
躍
推
進
事
業
の
未

来
に
つ
い
て

問  

柔
軟
に
使
途
を
決
め
ら

れ
る
物
価
高
対
策
の「
重
点

支
援
地
方
交
付
金
」を
早
急

に
市
民
に
届
け
る
た
め
、
現

段
階
の
支
援
の
考
え
は
。

答  

本
交
付
金
は
物
価
高
に

苦
し
む
市
民
生
活
を
支
え
る

と
こ
ろ
に
重
点
が
あ
る
の

で
、
可
及
的
速
や
か
に
取
り

組
め
る
よ
う
準
備
を
進
め

る
。
報
道
さ
れ
て
い
る
お
こ

め
券
は
、
農
村
部
の
あ
る
本

市
に
は
適
切
で
な
い
た
め
、

商
品
券
を
考
え
て
い
る
。

 

（
市
長
）

問  

移
住
・
定
住
を
増
や
す

に
は
、
本
市
の
魅
力
や
良
さ

を
知
っ
て
も
ら
い
、
訪
問
や

興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
必
要
と
考
え
る
。
現
在
、

本
市
を
訪
れ
る
交
流
人
口

や
、
本
市
に
興
味
の
あ
る
関

係
人
口
の
増
加
に
向
け
た
取

組
は
あ
る
か
。

答  

今
年
度「
広
報
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
係
」を
新
設
し

〝
う
と
ハ
ッ
シ
ン
！
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
〞と
位
置
付
け
た

市
の
魅
力
発
信
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
交
流
人

口
増
加
の
取
組
と
し
て
は
、

国
の
補
助
金
を
活
用
し
国
内

外
の
台
湾
人
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
し
た
ツ
ア
ー
を
造
成
し

て
、
外
国
人
観
光
客
の
誘
客

強
化
等
を
行
っ
た
。
ま
た
関

係
人
口
増
加
の
取
組
と
し

て
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進

等
、
地
域
と
市
外
居
住
者
が

継
続
的
な
つ
な
が
り
を
持
て

る
機
会
の
創
出
を
図
っ
て
い

る
。 

（
企
画
財
政
部
長
）

※
他
に
災
害
対
策
と
し
て
、

通
電
火
災
を
防
止
す
る

「
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
設
置

の
補
助
」を
求
め
た
。

宇土市発展のカギは交流人口と関係人口の増加！

交
流
人
口
・
関
係
人
口
増

加
へ
の
取
組

11/15 第３回うとみらいカレッジ

公明党　中野 洋一　議員

物価高対策を迅速にお届けしてください！

物
価
高
対
策

11 令和８年２月１日



一 質般 問

問  

Ｊ
Ｒ
三
角
線
の
１
㎞
当

た
り
１
日
平
均
乗
客
数
が
現

在
千
人
を
切
り
、
こ
の
ま
ま

で
は
代
替
交
通
を
議
論
す
る

国
の
再
構
築
協
議
会
設
置
の

お
そ
れ
も
あ
る
。
こ
の
状
況

下
、
市
は
何
ら
対
策
を
講
じ

て
い
な
い
。
担
当
課
は
無
い

に
等
し
い
。
責
任
あ
る
体
制

の
構
築
を
望
む
。
ま
た
沿
線

人
口
は
減
少
の
一
途
、
通
勤

通
学
等
で
利
用
す
る
生
活
列

車
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
、

今
後
は
観
光
列
車
に
重
き
を

置
い
た
取
組
が
存
続
の
鍵
と

な
る
。
そ
こ
で
提
案
と
し

て
、
三
角
線
の
駅
に

は
自
動
改
札
機
が
無

い
。
つ
ま
り
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
が
使
え
な
い
。
こ
れ

を
逆
手
に
取
り
三
角

線
に
昔
存
在
し
た
硬

券
切
符
に
よ
る
不
便

な
シ
ス
テ
ム
を
導
入

す
る
。
将
来
的
に
は
国

鉄
時
代
の
古
い
車
両

を
走
ら
せ
、
九
州
最
古

級
の
木
造
駅
舎
網
田

駅
を
観
光
の
柱
に
据

え
て
新
た
な
活
路
を

見
出
す
。
何
で
も
便
利

に
な
り
過
ぎ
た
現
代「
便
利

よ
り
不
便
を
楽
し
む
」三
角

線
に
乗
れ
ば
国
鉄
時
代
の
体

験
が
で
き
る
、
こ
ん
な「
逆

転
の
発
想
」が
今
必
要
で
は

な
い
か
。
宇
城
市
や
県
と
予

算
を
付
け
、
Ｊ
Ｒ
と
一
体
で

取
り
組
む
。
こ
う
し
た
取
組

が
全
国
の
鉄
道
マ
ニ
ア
を
始

め
観
光
客
を
呼
び
込
む
試
金

石
に
な
り
得
る
の
で
は
。
宇

土
市
か
ら
率
先
し
行
動
を
起

こ
し
て
貰
い
た
い
が
い
か
が

か
。

答  

持
続
的
な
利
用
促
進
に

向
け
、
議
員
提
案
も
踏
ま
え

関
係
機
関
と
情
報
共
有
を
図

り
、
実
効
性
あ
る
施
策
を
検

討
す
る
。

（
市
長
）

JR 三角線 「逆転の発想」　便利より不便を楽しむ！

無所属　佐美三 洋　議員

三角線には自動改札機が無い。硬券切符の復活を！

議会ライブ配信のお知らせ
　宇土市議会では、インターネット上で生の議会が視
聴できる議会ライブ配信を行っています。「なかなか
議場まで来る時間がない！ 病気で外出ができない！」
など、様々な事情で議場での傍聴ができない方でもご
覧いただけます。

※ライブ配信（外部サイト：YouTube）は、本会議開会中のみ実施しています。
※公開されている映像及び音声は、本市議会の正式な記録ではありません。
※機器の故障等により、配信ができない場合や途中で中断される場合があります。
※ Wi-Fi や有線 LAN を使用せずに視聴する場合は、データ通信料にご注意ください。

三
角
線
に
不
便
な
シ
ス
テ

ム
導
入
を
！
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員委 報会 告

《
議
案
関
連
》

熊
本
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の
共
同
処
理
す

る
事
務
の
変
更
及
び
規
約
の一
部
変
更

問　

当
該
事
務
組
合
の
事
業
内
容
は
。

答　

今
回
の
規
約
変
更
に
関
連
す
る
交
通
災
害

共
済
金
の
給
付
に
関
す
る
事
務
の
ほ
か
、
市
町

村
等
非
常
勤
職
員
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る

事
務
や
、
市
町
村
等
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す

る
事
務
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
務
の
共
同
処
理

を
行
う
も
の
で
あ
る
。

問　

宇
土
市
の
加
入
状
況
は
。

答　

消
防
補
償
等
に
関
す
る
事
務
に
加
入
し
て

い
る
。
ま
た
、
加
入
の
検
討
の
一
例
と
し
て
、

例
え
ば
退
職
手
当
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て
過

去
に
検
討
を
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
総
合
的
に

勘
案
し
た
結
果
、
加
入
は
見
送
っ
た
経
緯
も
あ

る
。

令
和
７
年
度
宇
土
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５

号
）

問　

網
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
電
気
料

に
つ
い
て
、
太
陽
光
発
電
設
備
が
設
置
し
て
あ

る
と
思
う
が
、
補
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状

況
な
の
か
。

答　

新
し
い
建
物
で
、
予
算
を
計
上
し
た
段
階

で
は
電
気
の
使
用
量
が
不
透
明
だ
っ
た
た
め
、

今
回
の
増
額
と
な
っ
て
い
る
。

（
委
員
か
ら
意
見
）
太
陽
光
発
電
設
備
を
増
や

す
こ
と
で
、

電
気
料
を

抑
え
ら
れ

る
可
能
性

が
あ
る
の

で
は
な
い

か
。

問　

年
金
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料
に
つ
い
て
、

こ
の
委
託
料
は
、
特
定
の
１
社
と
の
契
約
に
な

る
の
か
。

答　

既
に
入
っ
て
い
る
シ
ス
テ
ム
の
改
修
と
な

る
た
め
、
特
定
の
１
社
と
の
契
約
で
あ
る
。

（
委
員
か
ら
意
見
）
導
入
し
て
い
る
メ
ー
カ
ー

で
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
は
理
解
す
る

が
、
他
市
の
状
況
な
ど
を
確
認
し
、
で
き
る
だ

け
競
争
性
を
持
た
せ
て
ほ
し
い
。

問　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、
今
回

市
と
企
業
と
の
仲
介
を
し
て
も
ら
っ
た
銀
行
は

ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
か
。

答　

制
度
に
興
味
が
あ
る
企
業
な
ど
に
働
き
か

け
た
り
、
逆
に
企
業
か
ら
の
お
尋
ね
に
対
し

て
、
宇
土
市
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

問　

現
在
年
間
ど
れ
く
ら
い
の
実
績
が
あ
り
、

ど
の
よ
う
な
会
社
が
寄
附
し
て
い
る
の
か
。

答　

昨
年
は
９
６
０
万
円
の
実
績
が
あ
り
、
今

年
は
現
時
点
で
６
０
０
万
円
程
度
申
込
み
が

あ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
測
量
・
設
計
関
係
の
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
や
不
動
産
関
係
な
ど
の
企
業
が

多
い
傾
向
で
あ
る
。

《
議
案
関
連
》

令
和
７
年
度
宇
土
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５

号
）

問　

マ
リ
ー
ナ
施
設
管
理
経
費
に
つ
い
て
、
マ

リ
ー
ナ
の
浚
渫
工
事
に
係
る
経
費
と
し
て
約

８
、０
０
０
万
円
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
施
設

を
維
持
管
理
す
る
た
め
の
経
費
を
、
指
定
管
理

者
で
は
な
く
、
市
が
負
担
す
る
の
は
な
ぜ
か
。

答　

指
定
管
理
者
と
市
と
の
間
で
リ
ス
ク
分

担
を
定
め
、
修
繕
に
要
す
る
費
用
は
年
間

４
０
０
万
円
ま
で
は
指
定
管
理
者
が
負
担
し
、

そ
れ
を
超
え
た
後
は
、
１
件
当
た
り
の
修
繕
費

が
50
万
円
以
上
を
市
が
負
担
す
る
と
取
り
決
め

て
い
る
。

問　

４
０
０
万
円
と
い
う
の
は
他
の
自
治
体
で

も
一
般
的
な
の
か
。

答　

類
似
施
設
を

持
っ
た
他
の
自
治

体
と
比
較
し
た
こ

と
は
な
い
が
、
本

市
の
指
定
管
理
導

入
施
設
に
お
い
て

は
、
４
０
０
万
円

よ
り
安
く
設
定
し

て
い
る
場
合
も
あ

る
。

《
議
案
以
外
》

訴
訟
の
提
起
に
つ
い
て

問　

市
営
住
宅
家
賃
の
滞
納
管
理
に
つ
い
て
、

市
営
住
宅
に
入
居
す
る
際
、
連
帯
保
証
人
を
立

て
て
い
る
も
の
の
、
債
権
の
上
限
額
が
あ
り
、

滞
納
額
全
額
を
回
収
で
き
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る

と
思
う
。
そ
こ
で
家
賃
保
証
会
社
を
入
れ
て
滞

納
し
て
い
る
家
賃
賃
料
の
立
替
払
い
等
を
担
っ

て
も
ら
う
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
と
い
う
考
え

は
な
い
か
。

答　

本
市
で
は
、
市
営
住
宅
等
連
帯
保
証
人
免

除
取
扱
要
綱
を
定
め
、
条
件
に
合
え
ば
申
請
に

よ
り
連
帯
保
証
人
を
免
除
し
て
い
る
。
保
証
会

社
を
入
れ
る
こ
と
は
一
つ
の
案
と
し
て
、
制
度

の
把
握
に
努
め
た
い
。

（
委
員
か
ら
意
見
）
保
証
会
社
を
入
れ
る
こ
と

で
、
様
々
な
本
人
の
事
情
を
考
慮
し
な
が
ら
、

滞
納
者
へ
の
対
応
を
し
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
市

の
ス
タ
ン
ス
を
維
持
し
つ
つ
、
悪
質
滞
納
者
の

退
去
や
、
家
賃
賃
料
の
保
証
な
ど
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
た
め
是
非
検
討
し
て
ほ
し
い
。

住
吉
海
岸
公
園
内
施
設
の
占
用
料
に
つ
い
て

問　

住
吉
海
岸
公
園
内
に
は
施
設
が
設
置
さ
れ

て
お
り
、
占
用
料
が
発
生
し
て
い
る
と
思
う

が
、
そ
の
契
約
期
間
は
何
年
か
。

答　

契
約
は
30
年
と
な
っ
て
い
る
。

（
委
員
か
ら
意
見
）
住
吉
海
岸
公
園
内
に
は
ジ

ン
ベ
エ
像
も
あ
り
、
駐
車
場
や
ト
イ
レ
等
の
整

備
を
市
が
行
っ
て
き
た
こ
と
で
、
観
光
客
が
増

加
し
て
き
て
い
る
。
少
し
で
も
市
の
収
入
を
増

や
す
た
め
に
、
公
園
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
施

設
の
占
用
料
は
引
き
上
げ
る
等
の
見
直
し
を
お

願
い
す
る
。

総
務
市
民
常
任
委
員
会

総
務
部
・
企
画
財
政
部
・
市
民
環
境
部

行
政
委
員
会
な
ど
を
所
管

委
員
長　

中
口　

俊
宏　

副
委
員
長　

浦
本　

晴
美

委　
　

員　

山
村　

保
夫　

藤
井　

慶
峰

　
　
　
　
　

野
口　

修
一　

柴
田　

正
樹

経
済
建
設
常
任
委
員
会

経
済
部
・
建
設
部
・
農
業
委
員
会
を
所
管

委
員
長　

佐
美
三　

洋

副
委
員
長　

土
黒　

功
司

委　
　

員　

福
田　

慧
一　

村
田　

宣
雄

　
　
　
　
　

西
田　

和
徳　

中
野　

洋
一

網田コミュニティセンター
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員委 報会 告

《
議
案
関
連
》

指
定
管
理
者
の
指
定

問　

宇
土
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
及
び
宇
土
市
西

部
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
係
る
指
定
管
理
者
の
選

定
委
員
会
で
は
、
ど
の
よ
う
な
基
準
で
審
査
さ
れ

て
い
る
の
か
。

答　

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
予
定
や
送
迎
体
制
、
利
用

者
拡
大
の
取
組
、
人
員
配
置
、
地
域
と
の
連
携
な

ど
を
総
合
的
に
審
査
し
て
い
る
。

問　

指
定
期
間
５
年
間
の
途
中
で
、
中
間
評
価
は

行
わ
れ
て
い
る
か
。

答　

厳
格
な
評
価
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
運
営
に

つ
い
て
は
随
時
連
携
を
取
っ
て
い
る
。
ま
た
、
指

定
管
理
者
が
年
に
１
度
、
利
用
者
に
対
し
て
実
施

し
て
い
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
、
指
導
や

改
善
を
行
っ
て
い
る
。

問　

宇
土
市
民
会
館
に
係
る
指
定
管
理
候
補
者
が

現
行
の
指
定
管
理
者
と
同
じ
だ
が
、
ど
の
よ
う
に

評
価
し
て
い
る
か
。

答　

地
元
に
根
ざ
し
た
取
組
に
尽
力
さ
れ
て
お
り
、

選
定
委
員
会
で
は
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

問　

今
後
の
市
民
会
館
の
役
割
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　

単
な
る
貸
館
業
務
に
と
ど
ま
ら
ず
、
宇
土
市
独

自
の
取
組
で
あ
る
自
主
文
化
事
業
を
継
続
し
、
市

と
の
連
携
を
通
じ
て
市
民
の
文
化
力
向
上
を
目
指

し
た
い
。

（
委
員
か
ら
意
見
）
現
時
点
で
も
内
容
が
充
実
し
た

素
晴
ら
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
る
が
、
来

客
数
が
少
な
い
た
め
、
周
知
や
集
客
に
力
を
入
れ

て
ほ
し
い
。

令
和
７
年
度
宇
土
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

問　

緑
川
小
学
校
及
び
網
田
小
学
校
の
プ
ー
ル
水

槽
部
分
の
改
修
工
事
に
つ
い
て
、
工
事
の
内
容
は
。

答　

経
年
劣
化
に
よ
る
塗
装
材
の
剥
離
が
進
ん
で

い
る
た
め
、
プ
ー
ル
底
面
に
シ
ー
ト
を
貼
る
も
の

で
あ
る
。

（
委
員
か
ら
意
見
）
体
感
だ
が
、
自
分
が
学
生
だ
っ

た
頃
に
比
べ
、
プ
ー
ル
の
授
業
回
数
が
減
少
し
て
い

る
よ
う
に
感
じ
る
。
児
童
・
生
徒
数
の
減
少
や
物

価
高
騰
、
限
ら
れ
た
財
源
を
踏
ま
え
る
と
、
例
え
ば
、

プ
ー
ル
の
数
を
減
ら
し
、
学
校
間
で
共
有
す
る
利

用
方
法
を
検
討
す
る
な
ど
、
創
造
的
な
方
法
も
含

め
て
今
後
の
学
校
プ
ー
ル
の
在
り
方
に
つ
い
て
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

問　

多
目
的
市
民
交
流
施
設
整
備
に
つ
い
て
、
施

設
の
図
面
は
あ
る
か
。

答　

現
在
、
実
施
設
計
中
で
あ
り
、
近
い
う
ち
に

完
成
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
委
員
か
ら
意
見
）
整
備
事
業
に
係
る
債
務
負
担
行

為
設
定
の
審
査
に
当
た
り
、
具
体
的
な
施
設
整
備

の
内
容
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
現
時
点

で
の
図
面
を
示
し
て
ほ
し
い
。

問　

現
行
の
図
書
館
と
比
べ
て
、
年
間
維
持
費
の

見
込
み
は
ど
う
か
。

答　

詳
細
な
積
算
は
ま
だ
行
っ
て
い
な
い
が
、
児

童
館
的
機
能
の
追
加
や
床
面
積
の
増
加
に
伴
う
人

件
費
や
光
熱
費
な
ど
の
増
加
に
よ
り
、
維
持
費
は
、

現
行
の
約
６
、４
８
０
万
円
か
ら
約
８
、２
０
０
万

円
程
度
に
増
加
す
る
見
込
み
で
あ
る
。
今
後
、
指

定
管
理
者
制
度
の
活
用
な
ど
の
検
討
を
含
め
、
詳

細
な
積
算
を
進
め
て
い
く
。

宇
土
市
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

問　

い
わ
ゆ
る
、
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
に
つ
い

て
、
現
時
点
で
事
業
に
取
り
組
む
意
向
の
あ
る
保

育
所
等
の
数
と
、
利
用
登
録
者
数
の
見
込
み
は
。

答　

現
在
５
園
の
保
育
所
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、
来

年
２
月
ま
で
に
選
考
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
利

用
登
録
者
数
は
、
最
大
で
１
０
０
人
程
度
を
見
込

ん
で
い
る
。

問　

現
時
点
で
の
保
育
所
等
の
待
機
児
童
数
は
。

答　

20
人
程
度
で
あ
る
。

（
委
員
か
ら
意
見
）
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
は
、

保
護
者
の
就
労
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
子
ど
も
を
預

け
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
あ
る
が
、
待
機
児
童

を
軽
視
せ
ず
、
働
い
て
い
な
い
保
護
者
の
子
ど
も

を
優
先
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
配
慮
し
て
ほ
し
い
。

《
執
行
部
か
ら
の
説
明
》

　

熊
本
宇
土
道
路
、
宇
土
道
路
、
宇
土
三
角
道

路
に
お
け
る
用
地
進
捗
率
、
事
業
進
捗
率
は
、

前
回
の
報
告
か
ら
変
更
は
あ
っ
て
い
な
い
。

熊
本
宇
土
道
路

【
令
和
６
年
度
繰
越
事
業
・
調
査
設
計
】（
３

件
と
も
工
期
延
長
）

・
令
和
６
年
度
熊
本
天
草
幹
線
道
路
測
量

（
そ
の
７
）業
務

・
令
和
６
年
度
熊
本
天
草
幹
線
道
路
調
査

設
計
業
務

・
令
和
６
年
度
熊
本
天
草
幹
線
道
路
軟
弱

地
盤
解
析
検
討
業
務

【
令
和
７
年
度
事
業
・
調
査
設
計
】

・
令
和
７
年
度
熊
本
天
草
幹
線
道
路
測
量

設
計
業
務（
契
約
締
結
）

◆
熊
本
宇
土
道
路
、
宇
土
道
路
、
宇
土
三

角
道
路
に
お
い
て
、
工
事
の
基
礎
資
料

作
成
の
た
め
、
測
量
及
び
設
計
を
行
う

も
の
。

宇
土
道
路

【
令
和
６
年
度
繰
越
事
業
・
調
査
設
計
】

・
熊
本
宇
土
道
路
の
令
和
６
年
度
繰
越
事

業
・
調
査
設
計
と
同
じ
業
務
３
件

【
令
和
６
年
度
繰
越
事
業
・
工
事
】

・
熊
本
57
号
長
浜
地
区
改
良
４
期
工
事

（
工
期
延
長
）

【
令
和
７
年
度
事
業
・
調
査
設
計
】

・
熊
本
宇
土
道
路
の
令
和
７
年
度
事
業
・

調
査
設
計
と
同
じ
業
務
１
件

【
令
和
７
年
度
事
業
・
工
事
】

・
熊
本
57
号
長
浜
地
区
改
良
５
期
工
事

（
工
期
延
長
）

・
熊
本
57
号
網
津
地
区
４
号
函
渠
２
期
工

事（
工
期
延
長
）

・
熊
本
57
号
城
塚
地
区
改
良
26
期
工
事

（
工
期
延
長
）

・
熊
本
57
号
平
原
橋
下
部
工（
Ｐ
３
）工
事

（
工
期
延
長
）

・
熊
本
57
号
網
津
地
区
改
良
３
期
工
事

（
工
期
延
長
）

・
熊
本
57
号
長
浜
地
区
改
良
６
期
工
事

（
工
期
延
長
）

・
熊
本
57
号
網
津
長
浜
ト
ン
ネ
ル（
長
浜

工
区
）新
設
工
事（
入
札
公
告
）

◆
長
浜
地
区
で
の
網
津
長
浜
ト
ン
ネ
ル
の

新
設
工
事

宇
土
三
角
道
路

【
令
和
６
年
度
繰
越
事
業
・
調
査
設
計
】

・
熊
本
宇
土
道
路
及
び
宇
土
道
路
の
令
和

６
年
度
繰
越
事
業
・
調
査
設
計
と
同
じ

業
務
３
件

【
令
和
７
年
度
事
業
・
調
査
設
計
】

・
令
和
７
年
度
熊
本
天
草
幹
線
道
路
地
質

調
査（
そ
の
９
）業
務（
契
約
締
結
）

・
熊
本
宇
土
道
路
及
び
宇
土
道
路
の
令
和
７

年
度
事
業
・
調
査
設
計
と
同
じ
業
務
１
件

《
主
な
質
疑
》

問　

熊
本
宇
土
道
路
の
令
和
６
年
度
当
初
予
算

は
２
億
円
、
令
和
７
年
度
も
同
じ
予
算
額
だ

が
、
こ
の
予
算
の
具
体
的
な
執
行
状
況
や
内
容

を
知
り
た
い
。

答　

予
算
ベ
ー
ス
で
は
約
37
％
の
事
業
進
捗
率

と
な
っ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
内
容
に
つ
い

て
、
国
土
交
通
省
に
確
認
す
る
。

問　

熊
本
宇
土
道
路
の
現
在
の
予
算
の
付
き
方

と
、
想
定
さ
れ
て
い
る
総
事
業
費
を
み
る
と
、

開
通
ま
で
何
十
年
か
か
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で

は
な
い
か
。

答　

道
路
事
業
を
行
う
際
は
、
調
査
、
設
計
、

用
地
買
収
、
そ
し
て
工
事
と
進
め
て
い
く
が
、

宇
土
道
路
を
例
に
見
る
と
、
工
事
着
手
後
に
大

き
な
進
捗
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
熊
本
宇

土
道
路
も
工
事
に
入
れ
ば
事
業
は
進
捗
す
る
と

考
え
て
い
る
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

健
康
福
祉
部
・
教
育
委
員
会
を
所
管

委
員
長　

園
田　

茂　

副
委
員
長　

杉
本　

寛

委　
　

員　

樫
﨑　

政
治　
　

宮
原　

雄
一

　
　
　
　
　

今
中　

真
之
助　

小
崎　

憲
一

地
域
高
規
格
道
路
促
進

等
対
策
特
別
委
員
会

委
員
長　

宮
原　

雄
一

副
委
員
長　

小
崎　

憲
一

委　
　

員　

村
田　

宣
雄　

野
口　

修
一

　
　
　
　
　

西
田　

和
徳　

今
中　

真
之
助

　
　
　
　
　

佐
美
三　

洋　

浦
本　

晴
美

　
　
　
　
　

土
黒　

功
司
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員委 報会 告
《
審
査
の
経
過
》

　

執
行
部
に
対
し
、
主
要
な
施
策
の
成
果
に
関
す
る
説
明
書

や
各
種
資
料
の
提
出
、
及
び
あ
ら
か
じ
め
本
委
員
会
か
ら
抽

出
し
て
お
い
た
事
項
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
、
監
査
委
員
の

意
見
書
な
ど
も
参
考
に
し
な
が
ら
慎
重
に
審
査
を
進
め
た
。

　

委
員
会
は
計
７
回
開
催
し
、
審
査
を
行
う
際
に
は「
予
算

の
執
行
に
あ
た
っ
て
、
議
決
の
趣
旨
に
沿
っ
て
適
正
に
、
か

つ
効
率
的
に
行
わ
れ
た
か
。」ま
た
、
そ
の
結
果
、「
見
込
ん

だ
と
お
り
の
行
政
効
果
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
。」と

い
う
点
を
重
視
し
、
更
に
は「
今
後
の
行
財
政
運
営
に
お
い

て
ど
の
よ
う
な
工
夫
改
善
が
な
さ
れ
る
べ
き
か
。」と
い
う
視

点
を
も
っ
て
審
査
を
重
ね
た
。

決
算
の
概
要

　

一
般
会
計
歳
入
総
額
は
２
２
５
億
９
、
１
１
２
万
円
に
対

し
、
歳
出
総
額
は
２
１
９
億
９
、
２
７
４
万
円
、
差
し
引
き

５
億
９
、
８
３
８
万
円
の
黒
字
。
ま
た
、
翌
年
度
へ
繰
り
越

す
べ
き
財
源
を
差
し
引
い
た
、
実
質
収
支
額
は
２
、
５
２
７

万
円
の
黒
字
で
あ
る
。

　

財
政
指
標
に
つ
い
て
、
経
常
収
支
比
率
は
95
・
８
％
で
前

年
度
よ
り
０
・
９
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
、
依
然
と
し
て
硬
直
化

し
た
財
政
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
実
質
公
債
費
比
率

は
、
前
年
度
よ
り
０
・
４
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
12
・
０
％
、
財

政
力
指
数
は
、
０
・
49
で
昨
年
度
よ
り
０
・
01
ポ
イ
ン
ト
悪

化
し
て
い
る
。

　

起
債
現
在
高
は
２
１
３
億
３
、
３
８
７
万
円
で
前
年
度
末

よ
り
３
億
５
、
６
３
４
万
円
の
減
額
、
各
種
基
金
の
年
度
末

現
在
高
は
71
億
１
７
８
２
万
円
で
、前
年
度
末
よ
り
２
億
６
、

９
５
６
万
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
る
。

　

次
に
、
特
別
会
計
は
全
部
で
５
つ
あ
り
、
そ
の
歳
入
総
額

は
87
億
６
、
９
８
５
万
円
に
対
し
、
歳
出
総
額
は
86
億
４
、

４
２
２
万
円
で
差
し
引
き
１
億
２
、
５
６
３
万
円
の
黒
字
と

な
っ
て
い
る
が
、
一
般
会
計
か
ら
３
つ
の
特
別
会
計
に
11
億

２
、
４
０
１
万
円
が
繰
り
出
さ
れ
て
い
る
。

歳
入
確
保
と
予
算
執
行

　

歳
入
総
額
は
前
年
度
に
比
べ
２
・
84
％
、
６
億
６
、
０
９

１
万
円
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
不
納
欠
損
額
は
一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ
せ

て
２
、
６
９
２
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
度
と
比
較
す
る

と
１
、
５
９
１
万
円
減
少
し
て
い
る
。

　

予
算
執
行
に
つ
い
て
は
、
10
年
程
度
続
く
熊
本
地
震
関
連

事
業
の
起
債
の
償
還
の
ほ
か
、
ま
す
ま
す
高
騰
す
る
物
価
や

人
件
費
へ
の
対
応
な
ど
、極
め
て
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、

議
決
の
趣
旨
に
沿
っ
て
適
正
な
運
用
が
行
わ
れ
て
お
り
、
お

お
む
ね
所
期
の
目
的
を
達
成
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

《
主
な
質
疑
》

行
政
主
導
の
土
地
開
発

問　

開
発
候
補
地
の
一
つ
は
、
地
盤
改
良
の
必
要
性
や
開
発

事
業
者
の
採
算
な
ど
で
な
か
な
か
開
発
が
う
ま
く
い
か
な
い

と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
な
感
触
か
。

答　

そ
の
候
補
地
に
非
常
に
興
味
を
持
た
れ
て
い
る
事
業
者

が
お
り
、
協
議
を
続
け
て
い
る
。

問　

そ
れ
ぞ
れ
の
候
補
地
で
誘
致
す
べ
き
業
種
を
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　

沿
線
付
近
の
状
況
に
合
わ
せ
て
、
工
業
系
、
商
業
系
、

住
宅
等
の
業
種
を
そ
れ
ぞ
れ
誘
致
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。

（
委
員
か
ら
意
見
）
宇
土
に
興
味
を
持
っ
た
事
業
者
に
対
し

て
、
土
地
の
詳
細
や
有
利
な
補
助
の
説
明
な
ど
、
し
っ
か
り

行
っ
て
ほ
し
い
。

地
方
バ
ス
路
線
維
持
費
補
助
金

問　

バ
ス
利
用
者
は
年
々
減
少
傾
向
と
い
う
説
明
だ
が
、
本

年
10
月
か
ら
の
バ
ス
の
大
幅
減
便
に
対
し
て
、
学
生
や
高
齢

者
、
移
住
・
定
住
を
考
え
る
人
に
と
っ
て
の
住
環
境
の
面
か

ら
み
て
も
不
便
か
と
思
う
。
今
後
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答　

同
じ
よ
う
な
バ
ス
路
線
を
復
元
す
る
に
は
人
的
・
物
的

に
難
し
い
面
が
あ
る
た
め
、
既
存
の
補
助
金
制
度
等
を
活
用

し
な
が
ら
、
来
年
度
、
地
域
公
共
交
通
に
関
す
る
計
画
を
策

定
し
、
そ
の
中
で
方
向
性
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

（
委
員
か
ら
意
見
）路
線
廃
止
の
影
響
を
受
け
た
地
域
の
フ
ォ

ロ
ー
策
と
、
宇
土
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
最
優
先
に
考
え
て
ほ

し
い
。

空
き
家
バ
ン
ク
活
用
事
業

問　

令
和
６
年
度
の
補
助
金
の
実
績
が
、
事
業
件
数
で
い
う

と
見
込
み
の
約
25
％
、
当
初
予
算
か
ら
み
た
予
算
執
行
率
で

い
う
と
約
27
％
と
低
調
だ
っ
た
が
、
原
因
や
改
善
策
は
。

答　

原
因
と
し
て
は
見
込
み
が
過
大
だ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。
た
だ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
善
や
民
間
企
業
の
サ
イ

ト
へ
の
空
き
家
の
掲
載
、
増
員
し
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を

活
用
し
、
実
際
今
年
度
は
か
な
り
の
伸
び
が
見
ら
れ
た
。

廃
棄
物
減
量
化
対
策
事
業

問　

国
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
、
２
０
５
０
年
ま
で

に
全
体
と
し
て
ゼ
ロ
を
目
指
す
と
掲
げ
て
い
る
が
、
市
と
し

て
の
取
組
状
況
は
い
か
が
か
。

答　

令
和
４
年
度
か
ら
６
年
度
に
か
け
て
、
燃
え
る
ゴ
ミ
は

少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
減
っ
て
き
て
い
る
。
ゴ
ミ
の
再
資
源

化
に
つ
い
て
も
数
値
的
に
は
上
昇
し
て
い
る
。

問　

ゴ
ミ
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
国
の
平
均
に
対
し
て
ど
う

か
。

答　

お
お
む
ね
国
の
平
均
と
同
じ
く
ら
い
で
あ
る
。
ゴ
ミ
の

分
別
・
減
量
化
を
さ
ら
に
進
め
て
い
き
た
い
。

（
委
員
か
ら
意
見
）
生
ゴ
ミ
も
現
在
焼
却
し
て
い
る
と
思
う

が
、
そ
の
際
の
燃
料
を
考
え
る
と
、
シ
ン
ク
下
に
設
置
し
て

生
ゴ
ミ
を
粉
砕
・
処
理
し
、
下
水
道
に
流
す
仕
組
み
で
あ
る

デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
の
設
置
補
助
に
つ
い
て
、
調
査
検
討
し
て

ほ
し
い
。

宇
土
市
の
旬
を
届
け
る
実
行
協
議
会
事
業

問　

実
行
協
議
会
は
解
散
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、
今
後
は
、

農
林
政
策
課
が
主
体
と
な
っ
て
ウ
ト
ブ
ラ
ン
ド
を
Ｐ
Ｒ
し
て

い
く
の
か
。

答　

農
林
政
策
課
だ
け
で
は
な
く
、
市
全
体
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い

く
。

問　

農
産
物
等
の
販
路
拡
大
の
具
体
的
な
対
策
は
。

答　

農
産
加
工
施
設
や
加
工
品
の
商
品
開
発
に
対
し
て
の
補

助
金
を
交
付
し
、
生
産
者
が
稼
い
で
い
た
だ
く
よ
う
な
仕
組

み
に
し
て
い
く
と
こ
ろ
か
ら
販
路
拡
大
に
つ
な
げ
た
い
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業

問　

国
か
ら
の
交
付
金
枠
が
減
額
さ
れ
た
と
の
こ
と
だ
が
、

そ
の
対
応
は
。

答　

令
和
７
年
度
に
お
い
て
は
、
更
に
減
額
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
の
実
績
並
み
に
申
請
が
で
き
る
よ
う
一
般
財
源
の

割
合
を
増
や
し
受
付
を
行
っ
て
い
る
。

（
委
員
か
ら
意
見
）
商
品
券
を
助
成
す
る
こ
の
事
業
は
、
建

設
業
者
の
み
な
ら
ず
商
業
者
に
も
好
評
な
の
で
、
引
き
続
き

市
独
自
の
対
応
も
お
願
い
す
る
。

住
宅
・
建
築
物
安
全
ス
ト
ッ
ク
改
善
事
業

問　

住
宅
の
耐
震
診
断
や
改
修
を
行
っ
た
者
に
対
し
て
補
助

す
る
本
事
業
の
利
用
者
が
少
な
い
が
、
十
分
機
能
し
て
い
な

い
の
で
は
な
い
か
。

答　

令
和
７
年
度
か
ら
令
和
８
年
度
に
お
い
て
は
、
国
費
に

加
え
、
県
費
も
上
乗
せ
さ
れ
て
お
り
、
補
助
金
が
増
額
さ
れ

た
こ
と
で
、
制
度
利
用
者
は
増
え
る
と
期
待
し
て
い
る
。

生
活
保
護
費
の
返
還
金
に
係
る
不
納
欠
損

問　

ど
の
よ
う
な
場
合
に
返
還
が
生
じ
る
の
か
。

答　

例
え
ば
、
受
給
者
が
働
い
て
収
入
を
得
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
申
告
を
せ
ず
、
不
正
に
受
給
し
た
場
合
な
ど
に
返
還
と

な
る
。

問　

受
給
者
が
働
く
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
の
確
認
は

行
っ
て
い
る
か
。

答　

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
確
認
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
ま

た
、
稼
働
能
力
が
あ
る
受
給
者
に
対
し
て
は
、
就
労
支
援
員

を
通
じ
て
求
人
情
報
の
提
供
も
行
っ
て
い
る
。

問　

滞
納
処
分
は
、
未
収
金
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
基
に
行
っ

て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

答　

税
務
課
が
行
っ
て
い
る
滞
納
処
分
を
基
に
作
成
し
、
関

係
部
署
で
共
有
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

（
委
員
か
ら
意
見
）
共
通
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従
っ
て
対
応
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
に
合
っ
た
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
＋
α
の
対
応
を
心
掛
け
て
ほ
し
い
。

が
ん
検
診
等
各
種
健
診
事
業

問　

国
の
目
標
値
と
比
較
し
て
本
市
の
各
種
が
ん
検
診
率
は

低
く
な
っ
て
い
る
が
、
個
人
で
病
院
に
行
っ
て
検
査
し
た
場

合
や
、
持
病
で
通
院
し
た
際
に
集
団
検
診
で
の
検
査
と
同
様

の
検
査
を
行
っ
た
場
合
な
ど
は
検
診
率
に
反
映
さ
れ
て
い
る

か
。

答　

個
人
か
ら
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
を
除
き
、
集
団
検
診

以
外
の
検
診
状
況
を
把
握
し
て
い
な
い
た
め
、
検
診
率
に
は

反
映
さ
れ
て
い
な
い
。

（
委
員
か
ら
意
見
）
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
検
診
率
が

向
上
す
る
と
思
う
の
で
、
市
内
の
病
院
か
ら
情
報
提
供
を
受

け
る
な
ど
、
方
法
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

（
委
員
か
ら
意
見
）
例
え
ば
、
病
気
で
バ
リ
ウ
ム
を
飲
め
な

い
な
ど
、
市
が
指
定
す
る
方
法
で
検
査
で
き
な
い
方
も
い
る

た
め
、
他
の
方
法
で
検
査
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
助
成
対
象

と
な
る
よ
う
に
検
討
し
て
ほ
し
い
。

轟
泉
水
道
と
旧
高
月
邸
が
一
体
と
な
っ
た
文
化
財
の
国
指
定

を
目
的
と
す
る
文
化
的
景
観
整
備
事
業

問　

轟
泉
水
道
の
維
持
管
理
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答　

水
道
利
用
者
で
構
成
さ
れ
る
組
合
が
、
専
門
的
な
技
術

を
用
い
て
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

（
委
員
か
ら
意
見
）
保
守
管
理
は
今
後
も
継
続
し
て
必
要
と

な
る
た
め
、
後
継
者
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
。

（
委
員
か
ら
意
見
）
例
え
ば
、
市
外
か
ら
の
観
光
客
に
轟
泉

水
道
を
紹
介
す
る
場
合
、
案
内
で
き
る
場
所
が
な
い
。
予
算

の
増
額
や
組
合
と
の
連
携
に
よ
り
、
轟
泉
水
道
の
〝
見
え
る

化
〞
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備

問　

学
校
の
先
生
に
対
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
勉
強
会
な
ど
は

実
施
し
て
い
る
か
。

答　

先
生
を
対
象
と
し
た
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

随
時
、
相
談
に
応
じ
て
い
る
。

問　

市
が
昨
年
度
作
成
し
た
情
報
活
用
能
力
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
の
活
用
方
法
は
。

答　

今
後
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
活
用
し
、
児
童
生
徒
に
対

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
。
こ
の
結
果
を
も
と
に
、
機

器
の
利
用
状
況
や
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
な
ど
に
つ
い
て
把
握
す

る
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会

委
員
長　

樫
﨑　

政
治

副
委
員
長　

杉
本　

寛

委　
　

員　

福
田　

慧
一　

山
村　

保
夫

　
　
　
　
　

中
口　

俊
宏　

宮
原　

雄
一

　
　
　
　
　

西
田　

和
徳　

小
崎　

憲
一

　
　
　
　
　

浦
本　

晴
美
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員委 報会 告

《
本
委
員
会
に
つ
い
て
》

　

令
和
６
年
12
月
定
例
会
に
お
い
て
、
９
名

の
委
員
で
設
置
さ
れ
、
本
委
員
会
の
前
身
と

な
る
議
会
改
革
検
討
会
の
目
的
を
引
き
継

ぎ
、「
議
員
定
数
」、「
議
員
報
酬
」、「
費
用

弁
償
」、「
選
挙
運
動
費
用
に
対
す
る
公
費
負

担
」及
び「
女
性
議
員
が
増
え
る
た
め
の
取

組
」と
い
っ
た
五
つ
の
テ
ー
マ
を
主
と
す
る

議
会
改
革
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
適
正

な
判
断
を
行
う
た
め
、
さ
ら
な
る
調
査
・
研

究
に
取
り
組
む
。

第
７
回
委
員
会

・
第
６
回
委
員
会
に
引
き
続
き
、
女
性
議
員

が
増
え
る
た
め
の
取
組
を
テ
ー
マ
と
し
、

協
議

【
女
性
議
員
が
増
え
る
た
め
の
取
組
】

（
委
員
か
ら
意
見
）
女
性
議
会
の
開
催
等
、

女
性
の
方
が
立
候
補
す
る
き
っ
か
け
・
機
会

と
な
る
取
組
を
行
う
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

（
委
員
か
ら
意
見
）
地
域
全
体
か
ら
意
識
を

変
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

（
委
員
か
ら
意
見
）
女
性
候
補
者
が
増
え
る

た
め
の
取
組
は
い
い
こ
と
だ
と
思
う
が
、
議

会
の
立
場
で
主
管
し
て
行
う
の
は
疑
問
が
あ

る
。

（
委
員
か
ら
意
見
）
男
女
平
等
の
観
点
か
ら

女
性
だ
け
に
特
化
し
た
取
組
は
行
う
べ
き
で

は
な
い
。

☝
協
議
結
果　

ク
ォ
ー
タ
ー
制
度
に
よ
る
女

性
枠
設
定
な
ど
、
制
度
と
し
て
女
性
を
優
遇

す
る
仕
組
み
を
つ
く
る
の
で
は
な
く
、
多
く

の
方
が
立
候
補
で
き
る
よ
う
広
報
や
啓
発
活

動
な
ど
を
通
じ
て
、
女
性
を
含
む
多
様
な
候

補
者
が
立
候
補
し
や
す
い
環
境
を
整
え
て
い

く
。

【
要
望
書
提
出
報
告
】

・
選
挙
運
動
費
用
に
対
す
る
公
費
負
担
に
つ

い
て
、
執
行
機
関
に
要
望
を
行
う
こ
と
と

し
た
本
委
員
会
で
の
協
議
結
果
を
、
全
員

協
議
会
に
お
い
て
承
認

・
市
議
会
と
し
て
、
選
挙
運
動
費
用
に
対
す

る
公
費
負
担
の
制
度
化
を
速
や
か
に
行
う

こ
と
、
及
び
公
費
負
担
の
制
度
化
に
必
要

な
予
算
を
確
保
す
る
こ
と
の
二
つ
の
要
望

事
項
を
記
載
し
た「
選
挙
運
動
費
用
に
対

す
る
公
費
負
担
の
制
度
化
に
関
す
る
要
望

書
」を
市
長
及
び
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

長
に
提
出

議
会
改
革
特
別
委
員
会

委
員
長　

藤
井　

慶
峰

副
委
員
長　

樫
﨑　

政
治

委　
　

員　

福
田　

慧
一　

山
村　

保
夫

　
　
　
　
　

中
口　

俊
宏　

今
中　

真
之
助

　
　
　
　
　

佐
美
三　

洋　

浦
本　

晴
美

　
　
　
　
　

杉
本　

寛

市長及び選挙管理委員会へ要望書を提出
　11月4日（火）付けで、議長から市長及び選挙管理委員会へ、選挙運動費用に対する公費負担の制度化に
関する要望書を提出しました（上記参照）。

元松 茂樹 市長へ 中熊 聡 選挙管理委員会委員長へ

処分・注意報告
　本市議会議員が令和７年４月の恐喝被害に係るトラブル解決のため、知人に相談したところ、思いがけず反
社会的勢力関係者がトラブル解決の場に現れたとの一連の新聞報道等を受け、本市議会としても事態を重く受
け止め、全員協議会において協議を行いました。議論の結果、令和７年 12 月 15 日付け、議長名で当該議員
に対し、厳重注意として文書を交付しましたのでご報告します。
 　宇土市議会議長　野口 修一

16うと市議会だより　第 92 号



視察研修報告

視察研修報告

議会運営委員会

総務市民常任委員会

１　静岡県掛川市議会（令和７年12月18日）
・予算決算常任委員会及び議会改革について

　掛川市は、全国に先駆け生涯学習都市宣言を行い、市民の力で新幹線駅や掛川城の天守閣復元を実現してきたま
ちです。
　掛川市の予算決算常任委員会の設置は、従来から各常任委員会へ議案を分割付託することは議案一体の原則に反
し違法との指摘があったことを受け、これを解消することが目的でした。特別委員会で１年間検討した上で、常任
委員会として設置されています。その構成としては、従来の３常任委員会に加え、新たに新設されたもので、議長
を除く全議員（20人）での構成です。
　今回の視察では、議長を除く全議員が審査に関われることはよいが、審査が重複する、長期化するなどの問題点
も顕在化しているとのことで、その顕在化した問題点を一つ一つつぶしていくことが大事であることは、今後の宇
土市議会における委員会設置の参考となりました。

２　静岡県藤枝市議会（令和７年12月19日）
・議会改革としての予算常任委員会と決算常任委員会について

　藤枝市では、今回の研修に当たり、まず、過去に静岡県内のメディ
アが取り上げた地方議会の取組についてのニュースの特別番組を視
聴させていただきました。そこで取り上げられていたのが、今回視
察項目となった予算常任委員会及び決算常任委員会の設置です。
　藤枝市議会は、予算常任委員会と決算常任委員会が別々に設置さ
れており、その点が掛川市議会とは異なるところでした。この２つ
の常任委員会が相互につながることで市の政策決定サイクルの中に
うまく組み込まれており、決算審査と予算編成サイクルを効果的に
機能させるための独自の仕組みが構築されていました。
　今回の視察では、予算常任委員会及び決算常任委員会での議会の
審議が藤枝市の政策決定サイクルにうまく組み込まれていること、
正に執行部と議会が全員参加で市政を進めているところにあらため
て凄さを感じました。二つの市議会での委員会の違いは、今後の協
議を深める参考になりました。

１　埼玉県川口市（令和７年11月５日）
・多文化（外国人）共生について

　川口市は、在留外国人の数が全国の市区町村で３位
（R6.12時点）の市であり、外国人の比率も継続して上昇し
ています。
　川口市では、多文化共生推進事業を進めており、国際交
流員・外国人相談員等の体制や相談窓口、行政サービスの
多言語対応、日本語教育など多彩なメニューを展開してい
ますが、近年、一部外国人住民の不法行為や迷惑行為が増
加している状況にあります。そこで、ただ一緒に住んでい
る「共存」から、互いが地域社会に参画している「共生」を川
口市では目指す姿としており、そのために地域の外国人コ
ミュニティの調査、連携を図ることを進めています。
　宇土市でも近年増えている外国人住民に対し、少しずつ
対応を進めているところですが、川口市の先進的な事業は、
今後の市の多文化共生を目指す上での参考になりました。

２　神奈川県三浦市（令和７年11月６日）
・公共ライドシェアについて

　三浦市は、神奈川県版ライドシェア「かなライド＠みうら」を令和６年４月から実証実験としてスタートしています。
　本事業は、市内の夜のタクシー不足を解消するため、神奈川県と協力し、登録された一般ドライバーが自家用車
を使い、有償で利用者を運ぶ新しいサービスです。
　実証実験の評価・検証では、利用したことがある方からはまた利用したいという声がある一方、利用したいと思
わない方からは安全性に懸念があるとの声もあり、その点については車両設備やドライバーのインタビューの掲載
などで安全運行の取組を周知しており、実証実験終了後も事業は継続していくとの説明がありました。
　宇土市でも人口減少により、今までどおりの公共共通体系が維持できない可能性があるという課題に対して、対
策の参考となる視察となりました。

［視察研修参加者］今中 真之助 委員長
佐美三 洋 副委員長／山村 保夫 委員／藤井 慶峰 委員
樫﨑 政治 委員／野口 修一 議長／西田 和徳 副議長

［視察研修参加者］中口 俊宏 委員長／浦本 晴美 副委員長
山村 保夫 委員／藤井 慶峰 委員／野口 修一 委員
柴田 正樹 委員／山口 裕一 総務部長／野口 泰正 企画財政部長
加藤 敬一郎 市民環境部長
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視察研修報告

視察研修報告

経済建設常任委員会

文教厚生常任委員会

１　千葉県館山市（令和７年11月５日）
・道の駅グリーンファーム館山について

　館山市では、公共団体等が資金調達し、民間事業者に施設の設計・建設・運営を一体的に委託して実施するＤＢ
Ｏ（Design-Build-Operate）方式により整備された、道の駅グリーンファームを令和６年にオープンし、体験型道の
駅として注目されています。
　ＤＢＯ方式を導入することで、設計・建設を包括的に委託するため、費用の削減が期待できることや、契約期間
が長いため、サービス水準の向上が期待できる等のメリットがあることが分かりました。本市においても、今後の
公共施設等の整備・運営における一つの手段として、ＤＢＯ方式による整備・運営を検討する上で、大変参考とな
るものでした。

２　千葉県君津市（令和７年11月６日）
・ドローンによる橋梁点検事業（君津モデル）について

　君津市では、橋梁の適切な維持管理のため行う橋梁
点検事業に、「君津モデル」という、点検手法を用いて
います。
　「君津モデル」は、職員自らがドローンを操縦し、橋梁
を点検、診断する点検手法で、外部委託による点検より
も点検費用の大幅な削減、さらに、点検の効率化も図る
ことができます。また、実際にドローンを使った橋梁点
検の実演が行われ、狭い場所や樹木等により撮影ができ
ない所がある等の課題や、事故を起こさないための操縦
における注意点等について話を聞くことができました。
　本市では、自治体ＤＸを進めており、橋梁点検だけ
ではなく、災害時や観光面等、ドローンの幅広い活用
に向けとても参考となるものでした。

１　長野県長野市（令和７年10月30日）
・茶臼山スケートパークの取組について

　長野市では、廃止された市民プールを活用してスケートパークを整備し、令和６年１０月から供用を開始してい
ます。市民プールとしての形状を活かすことで整備費用を抑え、初級エリア、中級～上級エリアに加え、インライ
ンホッケーなどに利用可能な広いエリアを設けています。視察日は平日の午前中でしたが、職員のほか利用者数名
から直接話を聞くことができました。
　本市の市民プールは、夏場の猛暑等による利用者減少や老朽化が進んでおり、市民プールの今後のあり方につい
て検討する上で大変参考となるものでした。

２　埼玉県上尾市（令和７年10月30日）
・子ども・子育て支援複合施設「AGECOCO」の取組につ
いて
　上尾市では、保育所、児童発達支援センター（つくし学
園）、発達支援相談センターの機能を集約した複合施設

「AGECOCO」を令和５年４月に開設しています。従来は各
施設が市内に点在し老朽化が進んでいましたが、利便性の向
上や施設間の連携強化などを目的として複合化されました。
この施設では、庭園やラウンジが共有スペースとなっており、
日々の保育や季節行事などを通じた交流保育が実施されてい
ます。さらに、つくし学園と発達支援相談センターの連携に
より切れ目ない発達支援が行われ、地域交流イベントも定期
的に開催されています。また、発達段階を考慮したトイレや
インクルーシブ遊具、ミストシャワーなど様々な工夫が施さ
れています。
　「こどもどまんなか」を掲げる本市では、全ての子どもが楽
しく生き生きと暮らせる環境整備を進めており、施設複合化
のメリットや子どもへの影響、施設間の連携、地域交流、施
設の工夫など多くの点で参考となるものでした。

［視察研修参加者］佐美三 洋 委員長／土黒 功司 副委員長
中野 洋一 委員／山崎 恵一 経済部長／草野 一人 建設部長

［視察研修参加者］園田 茂 委員長／杉本 寛 副委員長
樫﨑 政治 委員／宮原 雄一 委員／今中 真之助 委員
江河 一郎 健康福祉部長／池田 和臣 教育部長
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令和７年 12月宇土市議会定例会議決結果一覧（11月 28日・12月 15日議決）

賛否のわかれた議案等
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出
者

会　派　名
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慧
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市
長 第６５号 令和６年度宇土市一般会計歳入歳出決算の認定について 認定 16-1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ●

市
長 第６６号 令和６年度宇土市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 認定 15-2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ● ○ ●

市
長 第６８号 令和６年度宇土市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定につい

て 認定 15-2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ● ○ ●

市
長 第６９号 令和６年度宇土市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 認定 16-1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ●

市
長 第９２号 指定管理者の指定について〔網田レトロ館〕 可決 15-0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 除 ○ 除 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

市
長 第９３号 指定管理者の指定について〔宇土市健康福祉館〕 可決 14-3 ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ●

市
長 第９４号 指定管理者の指定について　宇土市老人福祉センター

　　　　　　　　　　　　　宇土市西部老人福祉センター 可決 16-1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ●

市
長 第９５号 指定管理者の指定について〔宇土市網津公民館　網引分館〕 可決 16-0 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 除 ○ ○ ○ ○

市
長 第９７号 指定管理者の指定について〔宇土市網田焼の里資料館〕 可決 16-0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 除 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○
市
長 第９９号 令和７年度宇土市一般会計補正予算（第５号）について 可決 12-5 ○ ○ ○ ● ○ ● ● ○ ● ○ ○ ● ○ － ○ ○ ○ 〇

市
長 第１０４号 宇土市固定資産評価審査委員会の委員の選任について 同意 16-1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 － 〇 〇 ○ 〇

議
員発議第７号 外国資本等による土地売買等に関する法整備を求める意見書 可決 16-1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ●
議
員発議第８号 介護保険制度の抜本改善、大幅な処遇改善を求める意見書 可決 16-1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ － ○ ○ ○ ○

議
員発議第９号 夜勤規制と大幅増員で安全・安心の医療・介護の実現を求める

意見書 可決 16-1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 － 〇 〇 ○ 〇

議
員発議第１０号 安全・安心の医療・介護提供体制を守るため、全てのケア労働

者の処遇改善につなげる報酬10% 以上の引上げを求める意見書 可決 14-3 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 ● 〇 － 〇 〇 ○ 〇

陳情第３号 介護保険制度の抜本改善、大幅な処遇改善を求める陳情書 採択 16-1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 － 〇 〇 ○ 〇

陳情第４号 夜勤規制と大幅増員で安全・安心の医療・介護の実現を求める
陳情書 採択 16-1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 － 〇 〇 〇 〇

陳情第５号
安全・安心の医療・介護提供体制を守るため、すべてのケア労
働者の処遇改善につなげる報酬10％以上の引き上げを求める陳
情書

採択 14-3 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 ● 〇 － 〇 〇 〇 〇

※○＝賛成又は採択、●＝反対又は不採択、欠＝欠席、退＝退席、除＝除斥
※議長職の野口修一議員は、可否同数の場合のみ裁決するため、「－」と表示しています。

全員賛成の議案等
提出者 番号 件　　　名 議決の結果
市長 第67号 令和６年度宇土市北段原土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認　定
市長 第70号 令和６年度宇土市入学準備祝金給付基金特別会計歳入歳出決算の認定について 認　定
市長 第88号 宇土市税条例の一部を改正する条例について 可　決

市長 第89号 宇土市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例及び宇土市放課後児童健全育
成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について 可　決

市長 第90号 宇土市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について 可　決
市長 第91号 熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び規約の一部変更について 可　決
市長 第96号 指定管理者の指定について〔宇土市民会館〕 可　決
市長 第98号 公有水面埋立免許出願に係る意見について 可　決
市長 第100号 令和７年度宇土市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について 可　決
市長 第101号 令和７年度宇土市介護保険特別会計補正予算（第３号）について 可　決
市長 第102号 令和７年度宇土市水道事業会計補正予算（第３号）について 可　決
市長 第103号 令和７年度宇土市下水道事業会計補正予算（第２号）について 可　決
市長 諮問第１号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて 原案答申
市長 第105号 宇土市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例について 可　決
市長 第106号 宇土市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について 可　決
市長 第107号 令和７年度宇土市一般会計補正予算（第６号）について 可　決

報告
報告番号 件　　　名

報告第１５号 専決処分の報告について　専決第13号　訴えの提起について

┶
┸

┶
┸
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市議会議員表彰
　令和 7 年 12 月定例会の開会日冒
頭に、本会議場において、福田慧一
議員に感謝状の伝達が行われまし
た。内容は、総務大臣から、市議会
議員として 35 年以上在職し、地方
自治の発展に顕著な功労があったと
認められる者に対して贈呈されたも
のです。

熊本天草幹線道路整備促進を
国に要望

　10 月 7 日に、国土交通省九州地方整備局及び八代河川国
道事務所、また、10 月 16 日には、熊本県関係の国会議員及
び国土交通省の本省に対して、熊本天草幹線道路の早期全線
開通と整備に伴う所要の予算の確保を強く要望しました。
　10 月 16 日の要望活動では、西山宗孝熊本県議会議員と共
に、金子恭之衆議院議員、馬場成志参議院議員、犬童周作参
議院議員に面会し、要望及び意見交換を行いました。また、
国土交通省本省訪問の際は、技監など多くの方に直接要望を
伝えることができました。今後の事業促進につながる大変実
のある要望活動でした。
　市議会では、平成 10 年に「地域高規格道路促進等対策特
別委員会」を設置し、熊本天草幹線道路の早期開通に向けて
取り組んでいます。

令和８年３月　定例会会期日程
　３月定例会の日程は、市議会ホームページを御覧になるか、議会
事務局までお問い合わせください。広報うと２月号にも掲載します。

　明けましておめでとうございます。
　市民の皆様におかれましては、健やかに新春をお迎えのこと
とお慶び申し上げます。
　さて、議会だよりにつきましては昨年、広報委員会の構成を
従来の4人編成から10人に一新し、８月１日号から新たな紙面づ
くりを展開しています。
　今回は、二十歳の祝典運営委員の皆さんにお集まりいただき、
宇土市に思うこと、政治への関心等について、若い皆さんの考
えを聴かせていただきました。
　これからもさらに内容の充実を図りながら、市民の皆様に分
かりやすく親しみやすい紙面づくりを心掛けてまいります。今後
ともよろしくお願いします。

広報委員
　委員長／今中 真之助　筆頭副委員長／中口 俊宏

副委員長／園田 　茂　佐美三 洋
　委　員／樫﨑 政治　西田 和徳　浦本 晴美
　　　　　中野 洋一　杉本　 寛　土黒 功司

編 後集 記

議会を傍聴しませんか
　市議会では市民の皆さんの生活に密着した問題が審議
されています。身近な市政を知るために、是非一度傍聴
してみませんか。
◇本会議の傍聴席の定員は50人です。
◇委員会の傍聴席の定員は5人です。内容等により傍聴を

制限する場合がありますので御了承ください。
◇原則として、本会議、委員会は午前10時

開会ですが、議事の都合で変更する場合
があります。

◇傍聴の際は、注意事項をお守りください。

市議会からのお知らせ
　市議会のホームページで、本会議（定例会・
臨時会）の会議録を公開しています。
［アドレス］https://www.city.uto.lg.jp/
　本会議の会議録（冊子）は、市情報公開コー
ナー、市立図書館で閲覧できます。
　なお、令和７年 12 月定例会の会議録は、令和８年３
月定例会以降に閲覧可能です。
［お問合せ］市議会事務局 0964-22-1111 内線234

要望活動の様子

行政視察受入状況（令和７年７月～12月）

視察日 視察者及び
団体名 調査事項

10月  8日 岐阜県大垣市
議会

議会運営及び議会改革の取組
について

10月22日 東京都足立区
議会

熊本地震の概要、被災者
への支援及び防災・減災
対策について
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